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I. 医学および医療の水準の向上への貢献が日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会の独自
の活動を以下に留意して記載をしてください。 
a. 特に学術的に重要と考えられるもの 
・本学会では年２回学術集会を開催するとともに、年 5回講習会およびセミナーを開催し、臨床細胞学
に関する教育普及活動 
・学会誌の発刊（年 6回） 
・学会賞・技師賞の授与および班研究活動への助成による学術研究 
・臨床細胞学に関する細胞診専門医並びに細胞検査士の資格認定・更新や、教育研修指導医の資格認
定・更新 
・学会としての研究活動として、「一般住民を対象とした子宮頸がん検診における液状化検体細胞診と
ＨＰＶ ＤＮＡ検査との併用法の有用性を評価する前向き無作為化比較研究」を実施 
・細胞診断の質を維持、向上させるための施設認定、研修，臨床細胞学に関する外部精度管理事業 
・臨床細胞学に関する渉外・広報事業として、診療報酬改定に係る活動、都道府県にて子宮頸がん検診・
推進活動を行うとともに、ホームページやメールを通じての広報活動および関連他団体との連携 
ｂ.当該領域における国際的な役割 
・国際細胞学会（IAC）資格認定、更新 
・ジョンズホプキンズ⼤学（JHU)−⽶国細胞病理学会（ASC)−⽇本臨床細胞学会（JSCC)合同でワー
クショップを実施している。 
・日韓、日中、日タイ、日米との共催事業、豪州との人事交流、カンボジアへの支援を実施している。 
 
 
 
 
 
 
 
ｃ.活動からもたらされる社会的な意義 

・新しいがん検診スタイルに適応した細胞診専門医のあり方を検討し、細胞診断の社会に果たす役割を
明確にしている。 
・都道府県にて子宮頸がん検診推進活動を行っている。 
・細胞診断の質を維持、向上させるための活動を行うことで、医療の質の担保に寄与している。 
・一般住民を対象とした子宮頸がん検診における液状化検体細胞診とＨＰＶ ＤＮＡ検査との併用法の
有用性を評価する前向き無作為化比較研究を学会独自に行なっており、細胞診の社会的意義について
明らかにしている。 



ｄ.学会運営上留意している点 

・理事長を中心としたガバナンスを構築し、常置委員会以外に理事長直轄のアドホック委員会やワーキ
ングにより、社会から要請される事案に対して迅速に対応している。 
Ⅱ.日本医学会分科会にふさわしいと考えられる貴学会と他の分科会との連携による活動を記載して下
さい． 

・日本肺癌学会との合同ワーキンググループの活動として、WHO の肺癌細胞診の国際的判定基準作成
事業に参加している 
・学術集会にて、他の分科会の受講単位となるシンポジウム、講演、講習会を行っている 

 


